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尾
張
藩
（
名
古
屋
）
家
老
大だ

い

道
寺
玄
藩

ど
う
じ
げ
ん
ば

の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
18
歳
で
勘
当
さ
れ
、
流

浪
し
な
が
ら
学
問
を
学
ん
だ
。

34
歳
の
こ
ろ
社
会
教
化
の
実
践

の
た
め
、
信
濃
・
江
戸
・
房
総

な
ど
を
経
て
、
天
保
３
年
（
１

８
３
２
）
長
沼
村
に
入
る
。

北
総
を
中
心
に
性
学
と
い
う
教
学
を
興
し
、
経
済
と
道
徳
の
調

和
を
説
き
、
多
く
の
門
人
を
集
め
た
。
ま
た
、
農
村
の
荒
廃
を
救

う
た
め
に
、
先
祖
株
組
合
（
現
在
の
農
業
協
同
組
合
）
を
つ
く
っ

て
い
る
。

幽
学
は
教
義
の
行
脚
の
途
中
に
成
田
山
を
た
び
た
び
訪
れ
て
お

り
、
日
記
『
道
の
記
』（
錦
江
堂
日
記
と
も
い
う
）
の
中
に
、
成

田
山
の
様
子
を
記
し
た
内
容
が
残

さ
れ
て
い
る
。

道
徳
を
基
本
と
し
た
性
学
を
説
き

先
祖
株
組
合
を
つ
く
る

成
田
市
仲
町
に
生
ま
れ

る
。
成
田
山
の
住
職
と
し

て
は
、
初
め
て
の
地
元
出

身
者
で
あ
っ
た
。

10
歳
で
成
田
山
に
入
り
、

明
治
16
年
に
35
歳
の
若
さ

で
住
職
と
な
っ
た
。
時
の

千
葉
県
令
（
県
知
事
）
と
親
交
を
深
め
、
当
時
官
有
林
で
あ
っ
た

成
田
山
の
裏
山
の
払
い
下
げ

を
受
け
て
成
田
山
公
園
を
築

い
た
。
ま
た
、
成
田
鉄
道
の

敷
設
に
向
け
て
手
腕
を
発
揮

す
る
な
ど
、
門
前
町
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
教
育
事
業

に
も
熱
心
で
、
明
治
20
年
に

成
田
英
漢
義
塾
（
現
成
田
高

校
）
を
設
立
し
、
ま
た
、
同

21
年
に
は
千
葉
に
あ
っ
た
養

護
施
設
を
移
し
、
成
田
山
感

化
院
（
現
成
田
学
園
）
と
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

三
池
照
鳳
（
み
い
け
　
し
ょ
う
ほ
う
）

嘉
永
元
年
〜
明
治
29
年
（
１
８
４
８
〜
１
８
９
６
）

教
育
事
業
の
振
興

近
代
成
田
発
展
の
礎
を
築
く

成
田
山
ゆ
か
り
の
人

佐
倉
市
坂
戸
に
生
ま
れ
る
。

望
洋
学
人
・
亡
羊
と
号
し
、

素
人
亭
宗
郎

し
ろ
う
と
で
そ
う
ろ
う

の
俳
号
を

も
つ
。

25
歳
の
若
さ
で
成
田

山
住
職
と
な
り
、
約
２
年

間
欧
米
各
地
を
視
察
し
た
。

帰
国
後
地
方
文
化
の
向
上
を
説
き
、
成
田
中
学
校
（
現
成
田
高

校
）、
成
田
図
書
館
（
現
成
田
山
仏
教
図
書
館
）、
成
田
幼
稚
園
、

成
田
山
感
化
院
（
現
成
田
学
園
）、
成
田
山
女
学
校
の
五
大
事
業

を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、

信
者
の
た
め
に
成
田
山

公
園
の
開
設
工
事
に
着

手
し
、
仏
教
青
年
会
・

婦
人
会
な
ど
を
組
織
し
、

成
田
山
の
宗
教
的
使
命

達
成
と
地
方
文
化
の
向

上
に
多
大
な
功
績
を
残

し
た
。

大
正
４
年
に
は
五
大

事
業
の
完
成
を
祝
っ
て
、

記
念
開
帳
を
行
っ
た
。

石
川
照
勤
（
い
し
か
わ
　
し
ょ
う
き
ん
）

明
治
２
年
〜
大
正
13
年
（
１
８
６
９
〜
１
９
２
４
）

成
田
山
住
職

成
田
山
五
大
事
業
を
完
成
す
る

大
原
幽
学
（
お
お
は
ら
　
ゆ
う
が
く
）

寛
政
９
年
〜
安
政
５
年
（
１
７
９
７
〜
１
８
５
８
）

性学の門人となるための神文
（誓約書）

弟
子
の
五
郎
兵
衛
が
残
し
た
日
記

明治18年深川永代寺の出開帳の図

成田山五大事業の完成を祝った記念冊子

農
政
に
尽
く
し
た
人

成
田
山
ゆ
か
り
の
人
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市
川
家
は
屋
号

を
成
田
屋
と
称
す

る
。
七
代
目
団
十

郎
は
10
歳
で
団
十

郎
を
襲
名
し
、
伝

統
芸
の
荒
事
・
世

話
物
・
時
代
物
な

ど
幅
広
い
芸
域
を
も
ち
、
市
川
家
歌
舞
伎
十
八
番
を
制
定
し
た
。

近
世
演
劇
史
上
に
お
け
る
名
優
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
の
団
十
郎
と
同
様
に
成
田
山
を
深
く
信
仰
し
、
特
に
七
代

目
の
信
仰
は
あ
つ
く
、
文
政
４
年

（
１
８
２
１
）
に
は
額
堂
を
寄
進
し

て
い
る
。

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
水
野
忠

邦
の
天
保
の
改
革
に
よ
る
奢
侈

し
ゃ
し

の
取

締
り
禁
令
に
触
れ
、
江
戸
十
里
四
方

追
放
を
命
ぜ
ら
れ
、
成
田
山
延
命
院

に
１
年
あ
ま
り
身
を
寄
せ
た
。
こ
の

間
、
成
田
屋
七
左
衛
門
な
ど
と
名
乗

り
、
地
元
の
人
々
に
芝
居
や
俳
句
を

教
え
る
な
ど
し
て
、
地
方
文
化
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

地
方
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
た

歌
舞
伎
界
の
名
優

船
橋
市
湊
町
に
生
ま

れ
る
。
本
名
は
金
兵
衛
。

13
歳
の
と
き
、
家
出
し

て
京
都
で
仏
師
の
修
行

を
積
む
。
師
匠
が
病
気

の
折
、
代
作
し
た
作
品

の
素
晴
ら
し
い
出
来
栄

え
に
、「
良
山
」
の
号
が

与
え
ら
れ
た
。
23
歳
で

江
戸
に
戻
り
、
板
彫
り

の
研
究
を
始
め
る
。
彫

り
の
深
い
立
体
的
な
良

山
の
作
品
は
江
戸
で
も
評
判
を
高
め
て
い
っ
た
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
成
田
山
が
本
堂
（
現
釈
迦
堂
）
を
再

建
す
る
に
際
し
、
五
百
羅
漢
の
下
絵
を
狩
野
一
信
に
依
頼
し
、
そ

の
下
絵
を
も
と
に
良
山
が
彫
刻
す
る
と
い
う
仕
事
が
持
ち
込
ま
れ

た
。
良
山
は
大
野
屋
旅
館
の
離
れ
を
借
り
、
10
年
の
歳
月
を
か
け

て
８
枚
の
堂
羽
目

ど
う
は
め

を
彫
り
上
げ
る
。
多
く
の
称
賛
を
得
た
良
山
に

は
、
仏
師
と
し
て
最
高
の

地
位
「
法
橋

ほ
う
き
ょ
う

」

が
授
け
ら
れ

た
。 仏

師
釈
迦
堂
の
五
百
羅
漢
を
彫
り
あ
げ
る

東
京
都
中
央
区

神
田
に
生
ま
れ

る
。
６
歳
の
こ
ろ

か
ら
信
仰
心
の
あ

つ
い
子
で
あ
っ

た
。
明
治
８
年
、

下
方
村
（
現
成
田

市
下
方
）
東
勝
寺
の
住
職
と
な
る
や
、
檀
家
を
回
り
浄
財
を
集
め

宗
吾
供
養
堂
の
拡
張
改
築
に
着
手
し
た
。
総
欅け

や
き

造
り
の
本
堂
、
額

堂
、
客
殿
事
務
所
、
五
霊
堂
、
宗
吾
霊
客
殿
と
次
々
に
建
立
し
、

「
佐
倉
宗
吾
」
の
事
蹟
顕
彰
に
努
め
た
。

し
か
し
、
明
治
43
年
に
門
前
に
火
災
が
発
生
し
た
た
め
、
宗
吾

霊
堂
の
建
物
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

照
心
は
本
堂
再
興
に
粉
骨
砕
身

取
り
組
み
、
そ
の
間
、
大
正
６
年

に
東
勝
寺
を
現
在
の
宗
吾
に
移

し
、
同
10
年
落
慶
遷
座
の
式
典
を

挙
行
。
翌
11
年
に
は
現
在
の
霊
堂

を
完
成
さ
せ
た
。
以
来
、
信
徒
の

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
宗

吾
霊
堂
と
し
て
の
ゆ
る
ぎ
な
い
基

盤
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

田
中
照
心
（
た
な
か
　
し
ょ
う
し
ん
）

嘉
永
５
年
〜
大
正
12
年
（
１
８
５
２
〜
１
９
２
３
）

宗
吾
霊
堂
（
東
勝
寺
）
住
職

２
度
に
わ
た
り
宗
吾
霊
堂
を
建
立

宗
教
界
で
活
躍
し
た
人

七
代
目

市
川
団
十
郎
（
い
ち
か
わ
　
だ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う
）

寛
政
３
年
〜
安
政
６
年
（
１
７
９
１
〜
１
８
５
９
）

松
本
良
山
（
ま
つ
も
と
　
り
ょ
う
ざ
ん
）

寛
政
12
年
〜
明
治
５
年
（
１
８
０
０
〜
１
８
７
２
）

七代目市川団十郎の舞台の図

10年の歳月をかけて彫られた五百羅漢
「童子木像」
良山作

明治27年1月の宗吾霊堂境内図

成
田
山
ゆ
か
り
の
人

成
田
山
ゆ
か
り
の
人


